
主体的・創造的な子供を育てる

学校図書館教育全体計画
本校の教育目標

・自ら学ぶ子
・思いやりのある子
・健康でたくましい子
・豊かな体験をもつ子

目指す児童像

・読書は好きだが、家
庭でも読書をすると
いう習慣は身につい
ていない児童がいる。
・情報活用能力に課題
が見られる。

児童の事態

・読書の習慣化
・読書の質と量の向上

保護者の願い

学校図書館は、児童の
創造力を培い、学習に
対する興味・関心等を
呼び起こし、豊かな心
をはぐくむ、自由な読
書活動や読書指導の場
である「読書セン
ター」としての機能を
果たす。

読書センター機能

○進んで読書をする子
○図書資料等を利用して情報を収集し、選択し、
活用できる子

図書館教育によってめざす児童像

○図書を通して知識を広げ、豊かな心身を培う。
○読書の習慣をつける。

図書館教育の目標

各学年（低・中・高別）の重点目標

具体的な取組

○図書館機能を活用し、課題
解決学習、調べ学習、個別
指導やグループ学習の場と
する。

○情報の収集、選択、活用能
力を育成する。

○読書指導を行い、読書週間
を身につけ、進んで読書す
る態度を養う。

教科
○図書資料を通して、様々な
生き方や考え方に接する中
で、自分の考えを深め、道
徳的心情を養う。

特別の教科 道徳
○学級活動を通して、学校図
書館の利用の仕方や情報の
適切な活用の仕方を身につ
ける。

○学校行事（読書月間等）に
積極的に参加し、目的に応
じた読書の態度を身につけ
る。

○図書委員会を中心に自発的、
自治的に図書館を運営し、
読書活動の推進を展開する。

特別活動
○図書や資料、新聞やパンフ
レット等を各学年の学習内
容に合わせて活用する。

○課題の探求、解決に向けて
多様な方法で取り組むこと
で、児童が情報を収集、選
択、活用する能力を育成す
る。

○図書の学習時間に、情報活
用能力を育成する学習を系
統的に実践し、学び方を培
う。

総合的な学習の時間

朝読書

○地域ボランティアによる読み聞かせ活動を通して、
読書に親しむ。

○公立図書館と連携し、図書資料の充実を図る。

保護者・地域
との連携

家庭学習（読書）の推進

学校図書館は、児童の
自発的、主体的な学習
活動を支援するととも
に、情報の収集・選
択・活用能力を育成し
て、教育課程の展開に
寄与する「学習・情報
センター」としての機
能を果たす。

学習・情報センター
機能

・読み聞かせボラン
ティアの訪問が定期
的に行われ、学校に
協力的である。
・学校に移動図書館が
訪問され、密な連携
を行うことができる。

地域の実態

低学年 中学年 高学年

学び方
指導

学校図書館に利用の仕方を知り、図鑑
や科学的なことについて書いた本など
を読むことができる。

進んで学校図書館を利用し、辞典や図
鑑などから情報を得て、分かったこと
などをまとめて説明することができる。

積極的に学校図書館を利用し、複数の
本や新聞等を活用して、調べたり考え
たり報告したりすることができる。

読書
指導

やさしい読み物に興味をもち、楽しん
で読書をすることができる。

いろいろな読み物に興味をもち、進ん
で読書をすることができる。

適切な読み物を選び、読書を通して心
情を豊かにしたり、考えを深めたりす
ることができる。

学
年
別
目
標

１年 ３年 ５年

やさしい読み物を楽しんで読もう いろいろな読み物に親しもう 適切な読み物を選んで読む習慣をつ
けよう

２年 ４年 ６年

やさしい読み物を進んで読もう 読書に親しみ、読書の幅を広げよう 読書を通して知識を増し、心情を豊
かにしよう

図書の整備・充実

学校図書館

うち読


